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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡の先端部

(57)【要約】
【課題】光学観察像と超音波断層像の双方において良好
な状態で観察しながら穿刺処置等を行うことができる超
音波内視鏡の先端部を提供すること。
【解決手段】超音波信号を発受信走査するための超音波
プローブ２が配置されると共に、超音波走査領域を光学
観察するための前方斜視型の対物光学系１０が内蔵され
た観察窓３と、処置具挿通チャンネルの出口である処置
具突出口９とが、超音波プローブ２の後側に隣接して配
置された超音波内視鏡の先端部において、対物光学系１
０の最前部において光軸１０ｘの方向を変換するプリズ
ム１１として、入射面から入射したあと第１の反射面１
１ａで反射された光線を入射面の裏面１１ｂの位置にお
いて光軸方向に反射する非ダハプリズムを配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】超音波信号を発受信走査するための超音波
プローブが配置されると共に、上記超音波走査領域を光
学観察するための前方斜視型の対物光学系が内蔵された
観察窓と、処置具挿通チャンネルの出口である処置具突
出口とが、上記超音波プローブの後側に隣接して配置さ
れた超音波内視鏡の先端部において、上記対物光学系の
最前部において光軸の方向を変換するプリズムとして、
入射面から入射したあと第１の反射面で反射された光線
を上記入射面の裏面位置において上記光軸方向に反射す
る非ダハプリズムを配置したことを特徴とする超音波内
視鏡の先端部。
【請求項２】上記対物光学系の光軸が上記超音波走査方
向寄りに傾けて配置されている請求項１記載の超音波内
視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、光学観察をしな
がら体内に挿入されて超音波断層像を得ることができる
超音波内視鏡の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波内視鏡の先端部には一般に、超音
波信号を発受信走査するための超音波プローブが配置さ
れると共に、超音波走査領域を光学観察するための前方
斜視型の対物光学系が内蔵された観察窓と、処置具挿通
チャンネルの出口である処置具突出口とが、超音波プロ
ーブの後側に隣接して配置されている。
【０００３】図５は、従来のそのような超音波内視鏡の
先端部を示しており、２は超音波プローブ、３は観察
窓、αは光学観察領域、βは超音波走査領域である。そ
して、対物光学系１０の最前部において光軸の方向を変
換するプリズム１１として、入射光線を左右反転させて
反射する屋根形のいわゆるダハ反射面１１ｄを有するダ
ハプリズムが用いられている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のように
対物光学系１０の最前部にプリズム１１としてダハプリ
ズムを配置して前方斜視光学系を構成すると、斜視角度
を小さく（即ち、前方視に近づけようと）すればするほ
どプリズム１１が大きくなってしまう。
【０００５】そこで、プリズム１１を超音波内視鏡の先
端部内に無理なく収容できるよう、ある程度以上斜視角
度を大きくした構成をとることになるので、観察窓３が
配置されている斜面５が寝た状態になり、光学観察領域
αであって超音波走査領域βに入らない観察窓３の前の
デッドスペースＤが広くなってしまう。
【０００６】そのような超音波内視鏡の処置具突出口か
ら穿刺針等を患部に突き刺す処置を行う際には、針をガ
イドするシースを処置具突出口から少しだけ突き出し
て、その状態でシースから針をさらに突き出すように操
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作される。
【０００７】したがって、上述のような従来の超音波内
視鏡の先端部では、図６に光学観察像（Ａ）と超音波断
層像（Ｂ）とが示されるように、処置具突出口から患部
１００に向けて突出される穿刺針のシース５１が良好に
光学観察される状態にすると、シース５１を超音波断層
像に捉えきれない。
【０００８】逆に、図７に示されるように、シース５１
を超音波断層像（Ｂ）で良好に確認できる状態にする
と、患部１００が光学観察像（Ａ）の周辺に位置してし
まい、光学観察をきちんとできなくなってしまう。
【０００９】そこで本発明は、光学観察像と超音波断層
像の双方において良好な状態で観察しながら穿刺処置等
を行うことができる超音波内視鏡の先端部を提供するこ
とを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の超音波内視鏡の先端部は、超音波信号を発
受信走査するための超音波プローブが配置されると共
に、超音波走査領域を光学観察するための前方斜視型の
対物光学系が内蔵された観察窓と、処置具挿通チャンネ
ルの出口である処置具突出口とが、超音波プローブの後
側に隣接して配置された超音波内視鏡の先端部におい
て、対物光学系の最前部において光軸の方向を変換する
プリズムとして、入射面から入射したあと第１の反射面
で反射された光線を入射面の裏面位置において光軸方向
に反射する非ダハプリズムを配置したものである。
【００１１】なお、対物光学系の光軸が超音波走査方向
寄りに傾けて配置されていてもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は超音波内視鏡の先端部の平面図、図１
はそのＩ－Ｉ断面図であり、挿入部可撓管の先端に連結
された先端部本体１の先側半部には、超音波信号により
先端部本体１の側方をセクタスキャンするためのコンベ
ックスタイプの超音波プローブ２が配置されている。β
がその超音波走査領域である。
【００１３】その先端部本体１の後側半部に超音波走査
領域βに向けて形成された斜面５には、観察窓３と照明
窓４が配置されている。そして図１に示されるように、
照明窓４の奥には、照明用ライトガイド８の射出端部が
配置され、観察窓３の奥に配置された対物光学系１０に
よる被写体の投影位置に固体撮像素子６が配置されてい
る。
【００１４】また、図２に示されるように、観察窓３と
照明窓４の横に並んで先端部本体１の後側半部に形成さ
れた処置具突出口９内には、図示されていない操作部か
ら操作ワイヤ１３を進退操作することによって揺動する
処置具起上片１４が配置されている。
【００１５】対物光学系１０は、超音波走査領域βを光



(3) 特開２００２－３４５８２０

10

20

30

3
学観察するように配置された前方斜視型であり、対物光
学系１０の最前部である観察窓３の裏面位置に光軸１０
ｘの方向を変換するプリズム１１が配置されている。α
は光学観察領域である。
【００１６】ここで用いられているプリズム１１は非ダ
ハプリズムであり、観察窓３の裏面に面する入射面から
入射したあと第１の反射面１１ａで反射された光線を入
射面の裏面１１ｂの位置において対物光学系１０の光軸
１０ｘ方向に反射するようになっている。
【００１７】前方斜視光学系を形成するのに、プリズム
１１をこのようなタイプにすることにより非常に小型化
することができるが、小型であって且つ斜視角度を大き
くするのは困難なので、対物光学系１０の光軸１０ｘを
先端部本体１の軸線方向より超音波走査方向寄り（即
ち、側方視に近づく側）に傾けて配置してある。
【００１８】このような光学系を採用することにより、
プリズム１１としてダハプリズムを用いた場合と比較し
て、斜面５の傾斜角度（先端部本体１の軸線に対する傾
斜角度）を大きくとることができる。
【００１９】その結果、光学観察領域αであって超音波
走査領域βに入らない観察窓３の前のデッドスペースＤ
が狭くなるので、図３に光学観察像（Ａ）と超音波断層
像（Ｂ）とが示されるように、処置具突出口９から突出
される穿刺針のシース５１が良好に光学観察される状態
で、患部１００とシース５１を超音波断層像（Ｂ）にお
いても良好に捉えることができる。
【００２０】したがって、図４に示されるように、シー
ス５１から穿刺針５２を患部１００に向けて突き出す処
置を、光学観察像（Ａ）と超音波断層像（Ｂ）とで良好
な状態で観察しながら行うことができる。
【００２１】
【発明の効果】本発明によれば、対物光学系の最前部に
おいて光軸の方向を変換するプリズムとして、入射面か
ら入射したあと第１の反射面で反射された光線を入射面
の裏面位置において光軸方向に反射する非ダハプリズム
を配置したことにより、プリズムを小さく形成すること*
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*ができ、光学観察領域であって超音波走査領域に入らな
い観察窓の前のデッドスペースを狭くすることができる
ので、光学観察像と超音波断層像の双方において良好な
状態で観察しながら穿刺処置等を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の図２
におけるＩ－Ｉ部分断面図である。
【図２】本発明の実施例の超音波内視鏡の先端部の平面
図である。
【図３】本発明の実施例の超音波内視鏡の光学観察像と
超音波断層像とを並べて示す略示図である。
【図４】本発明の実施例の超音波内視鏡の光学観察像と
超音波断層像とを並べて示す略示図である。
【図５】従来の超音波内視鏡の先端部の側面部分断面図
である。
【図６】従来の超音波内視鏡の光学観察像と超音波断層
像とを並べて示す略示図である。
【図７】従来の超音波内視鏡の光学観察像と超音波断層
像とを並べて示す略示図である。
【符号の説明】
１  先端部本体
２  超音波プローブ
３  観察窓
５  斜面
９  処置具突出口
１０  対物光学系
１０ｘ  光軸
１１  プリズム
１１ａ  第１の反射面
１１ｂ  裏面（反射面）
（Ａ）  光学観察像
（Ｂ）  超音波断層像
Ｄ  デッドスペース
α  光学観察領域
β  超音波走査領域

【図２】
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